ぐるっぽ・ちょいす　プロデュース公演
第22回下北沢演劇祭参加作品
モーリス・パニッチ／作　　吉原豊司／翻訳
ご臨終
カナダを代表する劇作家、モーリス・パニッチの二人芝居。
一人暮らしの老女の寝室で繰り広げられる、異色のブラックコメディーを、二組が競演！
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何十年も音信不通だった叔母のグレースから、ケンプの手元に一通の手紙が届いた。
年だ、もう死ぬ・・・。
取る物も取り敢えず、グレースのもとへ駆けつけたケンプだったが・・・。
老婆の寝室で対面する二人。
そして奇妙な共同生活が始まる・・・。

2011年2／23（水）〜28日（月）
小劇場 楽園

公演詳細

タイトル◆ぐるっぽ・ちょいす　プロデュース公演『ご臨終』
　作　◆モーリス・パニッチ

　訳　◆吉原　豊司
　演出　◆青柳敦子（火葬組）／永井寛孝（土葬組）

キャスト◆火葬組★熊倉一雄／酒向 芳

　　　　　◆土葬組★にしだまちこ／藤原堅一

スタッフ◆美術・舞台監督：江連亜花里

　　　　　◆照明：吉田衣里

　　　　　◆音響：山崎哲也

　　　　　◆宣伝美術：青柳敦子

　　　　　◆制作：菊地　廣(Ｋ・企画)

　　　　　◆制作協力：川井麻貴(SEABOSE)
　　　　　◆協力：テアトル・エコー／（株）優企画／アニマ・エージェンシー

　　　　　　テアトル・アカデミー
　　　　　◆企画・製作：ぐるっぽ・ちょいす

日程◆2010年2月23日(水)〜28日(月)

	2月
	23(水)
	24 (木)
	25(金)
	26(土)
	27(日)
	28(月)

	14：00
	
	土葬組
	火葬組
	土葬組
	火葬組
	土葬組

	19：00
	火葬組
	火葬組
	土葬組
	火葬組
	土葬組
	


※開場は開演の30分前。　開演の60分前より受付開始

※開演に遅れてご入場の場合は、立見でご覧願う事もあります。

※推奨年齢：中学生以上
会場◆小劇場 楽園（tel.03-3466-0903）

　　　　　　〒155-0031　世田谷区北沢2-10-18　藤和下北沢ハイタウンB棟地下1階

　　　　　　小田急線・京王井の頭線「下北沢駅」南口下車　徒歩3分
入場料◆日時指定　自由席
　　　　　◆前売・当日共★4,000円

　　　　　◆2公演セット★6,000円（日時の組み合せを選んでお申し込みください）

◆学生割引★3,500円
予約・問合せ◆Ｋ・企画　Tel＆Fax.03-3419-6318

　　　　　◆e-mail< info@k-kikaku1996.com >

　　　　　　URL：http://www.k-kikaku1996.com/work/rinju/rinju.html
梗概

何十年も音信不通だった叔母のグレースから、ケンプの手元に一通の手紙が届いた。
「年だ、もうじき死ぬ・・・」。取るものも取り敢えず叔母のもとを訪ねたケンプ。
訪ねてみるとベッドに横になったままの叔母のグレースは一言もしゃべらない・・・
ケンプは、グレースの身の回りや食事などの世話をやりながら、遺言状の事、葬式の事、臓器提供の事などの話をしていくが、相変わらず、グレースは一言もしゃべらない・・・
時々、起き上がっては編み物をしている。
ケンプが窓の外を眺めると、お向かいのおばさんが窓際の同じ場所に座っている。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
それでもケンプはグレースの世話をしながら、次第に自分が小さかった頃からの話をし始める。
冬が嫌いだったこと。女装趣味の子供であったために、アル中の母親により神学校に入れられたこと。その後、神学校を追い出されて、父親のやっているマジックストアーで下働きをしていたこと。その父が欝病で猟銃自殺をした事。毎年訪れる叔母さんが夢の人だったこと。そして、ここに来る前は銀行員だったこと、などなど・・・。
相変らず、グレースは何もしゃべらず、時々起きては編み物をしながら聞いている。
やがて、春が過ぎ、夏が過ぎ、秋が過ぎ、冬がやってきた。
窓の外を眺めると、こちらも相変わらず、お向かいのおばさんは窓際の同じ場所に座っている。
クリスマスも近づいたある日、ケンプは何もしゃべらないグレースに苛立ちをおぼえ、自殺幇助機を作って持ってきた。が、自らがその機械にやられてしまった。
ケンプが訪ねてきてから1年が過ぎ、新しい年になっても、相変わらず何もしゃべらないグレースに、さらに苛立ちをおぼえたケンプは、自己嫌悪に陥り、咄嗟に首つり自殺を図る。
それを止めようとして、グレースが初めて声を出す。
「だめ、やめて！」
その時、玄関のベルが鳴り、お向かいのおばさんがずーっと前に亡くなっていたことを知らされる。
ケンプは不吉な予感を感じ、グレースに尋ねる。
「もしかして、僕は家を間違えていたのかしら・・・」
「かもね・・・」
グレースは首をすくめてケンプを見る。
ケンプは何か言おうとして失神し倒れてしまう。
ケンプが目覚めるとグレースが様子を窺っている。
ケンプは、自分の頭を殴りながら「何てことしたんだ、僕は！　住所を間違えるなんて！　そそっかしいにもほどがある！・・・これは人質だ。僕を罠にかけ、一年もここに閉じ込めたままにしておくなんて・・・そんなに淋しいんだったら、もっと他に行く場所があっただろうに・・・？」
「ここが一番だと思いますよ。あんたにも、私にも」とグレースは言う。
ケンプは言葉を失い、ドアから出て行く。
しばらくして、戻ってきたケンプは、グレースに南のほうへ行って、今まで通りに一緒に暮らそうと誘う。
しかし、セーターを編み上げたグレースは、それをケンプにプレゼントし、そのまま静かにあの世へ旅立って行ってしまう。
ひとり残されたケンプ・・・・・・・・・・・・・・。
「他のみんなと同じ。みんなと同じに、あんたも行ってしまう。どうしてみんな同時に死ねないんだろう。そうすりゃあ、お互い、人が死んでゆくのを見なくてすむのに・・・」
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・！？
キャストプロフィール

●火葬組

熊倉一雄（グレース） プロフィール

昭和31年テアトル・エコー入団。井上ひさしやニール・サイモンの名舞台に出演するほか、テレビでも活躍。特に「ひょっこりひょうたん島」「ヒッチコック劇場」「名探偵ポワロ」などの声の出演で人気を得る。現在、テアトル・エコーの代表取締役、演劇担当。
酒向 芳（ケンプ） プロフィール

オンシアター自由劇場を経て現在フリー。
主な舞台に「十二夜」「リアの三人娘」（東京シェイクスピアカンパニー）「癈墟」（水谷内助義プロデュース） 「レッツゴー浪曲！晴れた日は歌いたい」（グループる・ばる）「横浜行進曲」（五大路子プロデュース）「こんにちは、母さん」「ゴロヴリョフ家の人々」（以上新国立劇場）の他、二兎社公演には「時の物置」「パパのデモクラシー」「僕の東京日記」「兄帰る」「萩家の三姉妹」（初演）など多数出演。
●土葬組

にしだまちこ（グレース） プロフィール

東京都出身。女優としてドラマ、舞台を中心に活躍。舞台『塩祝申そう』『鰹群』では第23回紀伊國屋演劇賞を受賞している。その他の主な出演作品に、NHK『すずらん』、フジテレビ『奇跡体験アンビリーバボー』、舞台『女の声』『イカイノ物語』、CF『アステラス製薬』『NTTドコモ』、VP『新聞博物館』『精神障害者ケア』など。
藤原堅一（ケンプ） プロフィール

1994年にテアトル・エコーに入団。

劇団での主な出演作は「馬かける男たち」「ら抜きの殺意」「半化束恋道中」「暗くなったら帰っておいで」「百鬼夜行」「鼻と小箱」「ひとり」「テイク・ザ・マネー・アンド・ラン（演出）」「マーメイドの肉」など。外部公演にも多数出演。

モーリス・パニッチ（作家） プロフィール
昨今のカナダ演劇界で最も活躍の著しい劇作家・演出家・俳優。

『ご臨終』のほか『７ストーリーズ』『金魚鉢の中の少女』『洗い屋稼業』など20本以上の劇作がある。

不条理な憂き世を必死に生きる人間の哀しさ・滑稽さをブラックコメディー形式で活写する作風は若い世代に圧倒的な人気を持ち、地元カナダはもとより、英米、そして日本でも広く上演されている。







